
































要約:幼児、特に 3歳児の食行動、生活習慣及び母の養育態度・生活行動における「肥満評

価」要因の出現状況とその問題点について検討した。①調査対象とした3歳児健康診査受

診児 913 名のうち、肥満傾向にある軽度肥満児及び肥満児の出現率は、各 6.4%、3.5%で合

計 9.9%であった。②軽度肥満児は肥満予防の観点から好ましくないと評価されている要因、

いわゆる「肥満評価」要因において、肥満児と普通児に比較し次の特徴がみられた。(イ)

児の食行動において、好き嫌いの料理のある者が高く、朝食の欠食がある者の割合は 14.0%

と少なかった。(口)児の生活習慣において、就寝時刻が22時以降の遅い時間帯の者は19.3%

と 3 者の中で最も少なかった。また、昼寝時間やテレビ視聴時間が 2時間以上の長い時間

にわたる者が少なかった。(ハ)母の養育態度において、外食頻度が週 1回以上ある者の割

合が 5.3%と外食利用の高い者は最も少なかった。(二)児の食物選択行動において、シチュ

ウより和風煮込みなどの伝統的な食物の出現傾向が高かった。(ホ)間食が定時に与えられ

ていない児について、軽度肥満児は生活リズムの問題が最も少なく、特に起床時刻・朝食

開始時刻・夕食開始時刻においてその傾向が高かった。③林の数量化理論皿類を用いて主

な「肥満評価」要因間の関連をみたところ、軽度肥満児は肥満児や普通児に比較し、児の

食行動や生活習慣・行動などにおいて、その良好性やジュースより茶の出現が多いという

伝統的な食物選択傾向などの要因と近い位置にあった。 


